


トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

森谷写真©タクミジュン　大西表面写真©Dario Acosta 裏面写真©Simon Pauly　河原写真©K.Miura　
2022.3 Ⅱ

昨夏、日本のオペラ上演史に残るような鮮烈な《ルル》
を演じた森谷真理。ウィーン・フォルクスオーパー、MET、
リンツ州立劇場など欧米のオペラハウスで揉まれ育ったいま
一番魅惑的なプリマ。2018年、トッパンホール〈ランチタイム
コンサート〉で、日本であまり知られていないヴェルディ初期
オペラの名アリアを集めたプログラムで出演していただいた彼女
と、終演後から続編をやろうと言いながら、なかなか出来
なかったヴェルディ《中期》の名曲を集めたコンサートがよう
やく実現する。

共演には、ジュリアードで研鑽を積み、欧米での活躍もめざま
しいバリトンの大西宇宙が加わった。大西といえば、19年の松本
でファビオ・ルイージ指揮のもとタイトルロールを見事演じた

《エフゲニー・オネーギン》や、鈴木優人との《リナルド》がとりわけ
印象深いが、彼の声と音楽は、ヴェルディの音楽にぴったりだ。
ピアノは、前回同様オペラの粋を知り尽くした河原忠之。2人

も大船に乗った気分で曲の世界に没入できるに違いない。
どこまでもパワフルで、ヴェルディを深く愛する 2 人とは、

プログラム検討時点から白熱。まあ、出るわ出るわ…。留まる
ところを知らぬかのように曲目の候補が出続け、絞りに絞っ
てもいまなお、圧倒的な質・量を伴ったソプラノとバリトン
の名アリア＆二重唱の夕べが誕生した。
《シチリア島の夕べの祈り》《シモン・ボッカネグラ》といった

日本で上演機会の少ない傑作はどうしても外したくないという
ホールの意向も快く受けていただき、《リゴレット》《椿姫》

《仮面舞踏会》《トロヴァトーレ》も含めたラインナップは豪華
絢爛の一語！ 天才ヴェルディ最盛期オペラの聴きどころを
満載したこのステージ、どこへ出しても納得される充実の
一夜になること間違いない。お聴き逃しなく！
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